




医療安全対策（医薬  



薬剤師数  

′。・三≡太  

現在の薬剤師奴に 
21人以上（％）   

1～3人（施設数）  

1人以上（咄  

その他  

L  叡り□’斗瀾埋   4  9   117  23   12  4  157  

l  

L  

63  45   24  39  

（施設数）   

7．3％  

383  261   3B9  350  879  339  
（％）  

全放射線科で管甥（施設数）  

％  7．6％  12．59‡  8．9％  4．2％  6．9でも  4－6％  2．70  
放射性医稟品（施設 数） 93  js 

注）％は取披施設  

92  
165  

での割合  その他（施設数）  53  

その他（％）  

薬剤師が調製（施設数）  0  1 6   日   O   

170 333  
0．0ワち   0．1％   0．1％  0．9％  2．20   0．0？も  0．1％  00％   04％  

薬剤師が調製（％）  

。製（施設数）  51  B2   
33 

83  27  9  11Z5   
94   放射性医薬品の調 製（施設数）  

巳が調製（施  設数）   3   岨   59  チニ  払   3   

Z87   
1．Ⅷ  111D   55％   43％   2．6墨  11％  0．0   4．60  

l  

医師が調製（％）  

80  1Z9  8  
40  ≡  日5  3  

611  
その他（施設数）  

その他（％）  

J；へ   虚        日  疋′  613．5  正1  矧  3  

50  

・稟などの業務連携に必要な情報提供         新規採用J  2   2  2   2   2   2  2  2   Z   Z  ニ   2   2   3  

95 葉菜連携について                                                                        件数／月   

しか、のプ発医っこロの処方変更情報提  「  二   0   5   5   3   5   

3  4  5  1  0  2  9   5   3  

供件数／月  
1  

之  2  山  ロ   山   瓜  

1  

1  募集人数  
Z  ニ  nl   山   

宗用人数  山  n  ロ   
退職人数  3        山  山  

n  

91 23   29   71 1 382 欠員   
無 手几数）  Zl  ・  

7   

日  

17年度薬剤師の採  
152    73   8    29  3  

「8u  2   

85  18  8  7  B  16   9G用状況および採用  崩一困難（施設数）  
の難易度  困難（％）  325    67  了                               17  6 





菜  全体  病床規撲  
調査票質問番号偲び調査項牒  

843  7  5叫  血  6吋  6  

ト＝49      50～99   100′－Z99  300′〉499   h 5ロ0以上1  1L  薬剤師数 Z一－4  の区分 5－ノ9  10以上】    30以下  ≦剤師1人当 30～50 以下  たり入院番 50－70 以下  、有数の区舅 70・｝100 以下   
5～7月  大学直接人数総計   9   251 255   678  196 896  5  

平成22年からスター  田  
卜する6年制実綿実  機構人数総計  皿  673【  8 

習の受け入れ学生  11   JJ  228 235   

101   機構人数総計  45  4了6  472  

10  166   ・   609   
注）「機構」とは病 院・薬局実務実習調  

3   整賊橘のこと  機構人数総計  

機構人数総計  

4   

7  

2  【  112 225   510   147   Zl   臼≧罫  
実習指導用のカリキュラムがある（％）  

教育・研修に要する時間／月   

矧こカリキュラムは和いが、部署毎にその都度】】  弓   壁 叫   】   



薬剤師数の区分  

調査票質問番号及び調査項目  



薬剤師数  

≡大筋質問笹口及び調査項巨  仙  ～q9】  病床規模 100～Z99  300～・499  500以上  l  2′－4   

3  49  36  之7  35 26 Z7」  115  
2   8   38 34 33  

治療に、る殊価意欝が向上した。（設数）   26 16 10   3  

24   14   3  59  
3 Z2  

4  3Z  

20   13   4   Z   48  

情報提供 
22  13  3  50  、要性の理解が向上した（施設数）  

になった（施設数）  
主体的に服薬できるようになった（施設数）   20 1B  23  8 57  

2   3   14 19   2   

自己管理ができるようになった。（施設数）  4  
22  25  12  16   5   

2  15  22  16’   

社会適応能力が向上した。（施設数）  3  3  3  4  2  l  13  
0  3   7  Z  

5  2  l   6  
0   0   4   2  3   0  

17   13   165   

医療チームへの情   3．4％   

L  

36   16  24  88   20   用   42   30   29   26   
8   2B   

23   
皿   報提供の実施状況 について   情報提供は行っていない（％）   49％  22％  21   1．9％  Z．9％  7、5％  13．7％  Z5．0   3．8％  

治療目的が共有できた。（施設数）  4   28   26   二1   Z4   14   ZO   14   79   
ニF   24   23   

治療目的が共有できた。（％）  2  22．2！ら  日 10．5％  42．4ラち   63．2％   69．70 凹  26．7シら  2  L 36．B％  「8   61，9％ ！†5    40．09も 25  【35．0％   8  】57．1％ L 12  ；・・ 】 6  153．8P l 3  4了．9％ 54  
2   3   皿  

情報提供のに より得られた成果に  
生活習慣病の予防ができた。（施設数）  

実施   
3   3   

11Z  ついて  
生活習慣病の予防ができた。（％）  

注）％は実施施設  3∈i   31   22   
・   

5   33   33   22   

での割合  職種間の疎通性が向上した。（％）  

その他（施設数）  0  3  3  

3  

】 0  21 4  1  

0  0m   4．2％  
その他（％）  




